
実習２（インターバル②）
ガイダンス

資料を見ながら、各自ご確認をお願いします！
提出課題は必須です。



３日目

４日目

インターバル①

インターバル②

５日目

６日目

７日目

■相談支援プロセスの実践①　　

■相談支援プロセスの実践②　■地域資源に関する情報収集　
■基幹相談支援センターや協議会などへのアクセス

■ケアマネジメントプロセスの体験演習（⑤モニタリング）
■実習課題に基づくアセスメントの検討（スーパービジョンの体験）

■実習課題に基づく再アセスメントおよび支援方針（計画案）の報告と共有
　（ケースレビューの体験）
■ケアマネジメントプロセスの定着支援（前半） 　

■モデル演習
相談支援におけるケアマネジメントに必要な視点と技
術（ケアマネジメントおよびサービス等利用計画作成
に関するプロセスの体験演習

①面接・アセスメント
②ニーズの整理
③プランニング
④担当者会議

■ケアマネジメントプロセスの定着支援（後半）
■協議会の役割と活用
■演習及び全体の振り返り

初任者研修　演習プログラム



■相談支援プロセスの実践②
　　　    １．基本情報のアセスメント情報追加記入（朱書き追加）
　　　　２．ニーズ整理票の追加記入（朱書き追加）
　　　　３．ストレングスアセスメントシート（朱書き追加）
　　　　４．サービス等利用計画案
　　　　５．週間計画表
　　　　６．事例概要　要約シート（発表用）

■基幹相談支援センターや協議会へのアクセス
　　　　７．「実践研究 事例への共有と相互評価Ⅰ 振り返りシート」中の　
　　　　　　「実習2の結果」欄に記入
　　　　８．  協議会調べ　

■地域資源に関する情報収集
　　　　9.　　地域の障がい福祉サービス事業所の状況　

　インターバル②
■相談支援プロセスの実践②　■地域資源に関する情報収集　
■基幹相談支援センターや協議会などへのアクセス



注意事項　　★提出期限をご確認ください！

提出分とは別に「1部印刷」し、控えとして手元にご用意ください。

資料作成については、実習協力者（ご本人）のプライバシー保護（個人情報保護）に十分配慮

し、ご本人・ご家族・関係者等は仮名又は匿名で記載してください。また、住所、電話番号等、

個人や家族等が特定できそうな情報は極力ふせてください。

実習１でアセスメントを行った事例に対し、5日目の演習で出されたアイデアをもとに更にアセス

メントを深めたうえで、サービス等利用計画案を作成してください。

誰が見ても読みやすく、丁寧に記載してください。

事務局に提出していただいた資料はお返ししませんので、必ずコピー等を取っておいてください。

　　（手書きの場合はボールペンで記載してください）

（提出分は原本でもコピーでも可）



事務局提出分

部数変更
注意！



事務局提出分

部数変更
注意！掲載ミスがありましたので、

次の説明をご確認ください。



事務局提出分

部数変更
注意！



事務局提出分

部数変更
注意！

追記しています。



実習２の課題

提出①②③再アセスメントを行う

   演習８のグループワークで
　作成した振り返りシートの

　内容をもとに、　

再度、①基本情報・②ニーズ整理票 ③スト
レングス・アセスメントシートの加筆修正を

行う。（実習１と文字色を変え朱書きにす

る、削除を見え消しとするなど、変化が可視

化できるようにする。）

　　　

　

振り返りシート
①基本情報

②ニーズ整理票

③ストレングス
アセスメントシート



サービス等利用計画案

できる限り、その利用者らしさ、
ストレングスに着目して具体的に
方針・目標を立ててみましょう。

実名は掲載しないでください。（仮名などで記載）
受給者番号などは記載しなくてＯＫです。

福祉サービスのみだけでなく、
医療やインフォーマル資源にも
目を向けて、計画に盛り込んで
みましょう！

実習２の課題

提出④ サービス等利用計画案作成



提出①・②は６日目のグループワークで　　
グループのメンバーに配布します。　　
それぞれ朱書きの追加記入がわかるように
グループ人数分をカラーコピーして事務局
に提出して下さい

①基本情報

記入例

②ニーズ整理票



週間計画表

実習２の課題

提出⑤ 週間計画表作成

フォーマル（医療・福祉サービス

等）・インフォーマル資源（習い

事／当事者活動など）を盛り込み、

1週間の流れを記入。
　　　　　　→月～日の欄に記入

本人の1日の生活の流れ（起床・就
寝・食事・入浴など）も記入。

　　　　　　　　→備考欄に記入



提出⑥ 事例概要　要約シート記入（発表の準備）
　　　　　　　　　　　　　

新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修), SSA2018-2019(c) 不許複製

　　次回の研修においてケースレビューを行います。

７分間で以下の要領で概要を発表できるよう準備をする。

① 再アセスメントの結果変化したところとその要因
② サービス等利用計画作成案の際留意した視点
 ・社会資源やチームメンバーの選定意図や
　 留意した点
 ・基本的視点と照らし合わせ留意した点
③ 再アセスメント、プラン作成にあたり、
    困難・疑問を感じた点

※単なるシートの読み上げとならないよう、
　端的に報告する。 

「事例概要　要約シート」

実習２の課題



「実践研究 事例への共有と相互評価Ⅰ
　振り返りシート」をもとに意見交換し、
「実習2の結果」欄に記入しシートを完成
　させる。
　★実習先は「地域における実習について」参照

提出⑦ 基幹相談支援センター、委託相談
　　    支援事業所へアクセスする。
　　    ～地域における実習～

実習２の課題

※注意
　地域実習後に課題提出となるため、提出日を確認のうえ

　実習日の調整を行ってください。

　もし、提出日より実習日が遅くなる場合は、提出遅延報告書

　(HP掲載)を提出してください。遅延の場合も研修6日目の

　6日前までに課題到着が必要です。

研修テキスト「5日目演習様式」
9ページを用いてください。



　提出⑧ 協議会調べ

　事前に所属機関エリアの協議会（自立支援　
　協議会）を調べ、シートを作成する。

　シートをもとに協議会事務局や基幹・委託　　
　相談支援センター等と意見交換し
　得たものを加筆し完成させる。

実習２の課題

実習2　提出⑥

福岡県は全ての地域・圏域に「協議会」が設置されています。
各自治体のＨＰや担当課、基幹・委託相談支援センターに問い
合わせるなどして調べてみてください。



福岡県は全ての地域・圏域に「協議会」が設置されています。
各自治体のＨＰや担当課、基幹・委託相談支援センターに問い
合わせるなどして調べてみてください。

提出⑨
 地域の障害福祉サービス事業所の状況

地域の障害福祉サービス事業所の
状況を記入
（事業所の特色や資源の充実など）

実習２の課題



ダウンロードアドレス

https://hokenfukushi.or.jp/training/wel01/
課題ファイルよりダウンロードください。

各様式の記入例はテキスト巻末に
ありますので、ご活用下さい。



提出期限

A日程：11/17（金）17時必着
B日程：11/24（金）17時必着

事務局に郵送にて送付してください。
（1部ずつホッチキス止め）
 FAXでの受付はできません。
締め切り日は厳守でお願いします。
期日までにご提出がない方は、受講の取り消しを
させていただく場合がございますので、ご注意ください。



送付先・送付方法

送付の際は、封筒に
相談支援従事者初任者研修  演習提出資料送付 と朱書し
封筒裏面に 受講番号と氏名を記入してください。
 
 送付先
　〒812-0016
　福岡県福岡市博多区博多駅南4-2-10 -5階
　（一財）保健福祉振興財団　福岡支部
　　相談支援従事者研修　課題提出係



提出期限
提出部数

ご注意ください！
（必着日をご確認ください）


